
 ［
う
み
・
な
か
ま 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
］

7
2023

北海道ぎょれん広報

No.417なみまるくん 

特集 第61回 北海道漁業協同組合長会議
第74回 ぎょれん通常総会



みなさんのお便りでつくるページ
なみまる おたより箱13

頭すっきり!! ブレイクタイム11

表紙の写真
石狩管内当別町　道民の森です

なみまるくん 
［うみ・なかま コミュニケーション］

北海道ぎょれん広報誌
Hokkaido Gyoren Magazine
July 2023 No.417 7

2023

道民の森で行われた「お魚殖やす植樹運動」では、約70名が集まり
ミズナラとニレの苗木合計500本を植えました。厳しい自然環境に耐
えながら、50～100年という時間をかけて森として成長していきます
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大漁祈願！
浜のほっとニュース12

なみまるインフォメーション08

道民の森で「お魚殖やす植樹運動」植樹行事が開催10

マチコさんのおさかなコラム
「道産子はほっけで心身の魅力アップ！」01

特集2
第74回 ぎょれん通常総会06

北海道を代表する食のプロ
フェッショナルに、本道沿岸
で獲れる魚をテーマとした
コラムをご寄稿頂きます。

道産子はほっけで心身の魅力アップ!

た
ん
ぱ
く
質
は
極
力
魚
か
ら
摂
取

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら

健
康
維
持
の
理
想
的
な
た
ん
ぱ
く
質

補
給
は
魚
類
を
最
も
多
く
し
、
次
に
鶏

肉
、
そ
し
て
時
々
豚
肉
や
牛
肉
、
ラ
ム

肉
な
ど
赤
肉
を
と
る
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
ほ
ぼ
毎
日
行
く
ス
ー
パ
ー

で
は
魚
売
り
場
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
。
今

時
季
は
生
ほ
っ
け
が
並
ん
で
い
る
の

で
、
か
な
り
の
頻
度
で
購
入
し
て
い
ま

す
。
私
は
開
き
ぼ
っ
け
も
好
き
で
す

が
、
生
ほ
っ
け
の
方
が
料
理
に
活
用
し

や
す
い
の
で
好
き
で
す
ね
。
春
か
ら
夏

の
ほ
っ
け
は
塩
焼
き
や
フ
ラ
イ
に
合
い

ま
す
。
バ
タ
ー
で
焼
い
て
ム
ニ
エ
ル
に

し
た
り
、
パ
ス
タ
の
具
材
に
し
た
り
…
。

最
近
、
特
に
気
に
入
っ
て
作
っ
て
い
る

の
が
「
ほ
っ
け
の
揚
げ
な
い
フ
ラ
イ
」。

三
枚
に
お
ろ
し
た
ほ
っ
け
に
塩
と

こ
し
ょ
う
を
ふ
り
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
を
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で
ソ
テ
ー
し

ま
す
。
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
の
上
に
焼
い
た

ほ
っ
け
を
の
せ
て
、
パ
ン
粉
を
全
体
に

ふ
り
、
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
き

ま
す
。
パ
ン
粉
に
焼
き
色
が
つ
い
た
ら

出
来
上
が
り
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
千
切
り
や

ト
マ
ト
な
ど
を
添
え
て
器
に
盛
り
、
中

濃
ソ
ー
ス
な
ど
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。
揚
げ
物
で
は
な
い
の
で
、
暑
い
夏

の
料
理
も
こ
れ
な
ら
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
ビ
ー
ル
に
も
ピ
ッ
タ
リ
な
の
で

す
（
笑
）。

ほ
っ
け
は
成
長
と
と
も
に
体
の
色
が
、

緑
が
か
っ
た
青
色
か
ら
黒
み
を
お
び
た

褐
色
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
青

ぼ
っ
け
、
ろ
う
そ
く
ぼ
っ
け
、
真
ぼ
っ

け
、
根
ぼ
っ
け
と
大
き
さ
や
時
期
な
ど

で
呼
び
名
が
変
わ
る
魚
で
も
あ
り
ま
す
。

ほ
っ
け
に
は
た
ん
ぱ
く
質
の
他
に

も
「
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
（
Ｄ
Ｈ

Ａ
）」、「
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）」、
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
働
く
「
亜

鉛
」
や
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
」、
神
経
を
穏お

だ

や
か
に
保
つ
「
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
」、
そ

し
て
個
人
的
に
好
き
な
栄
養
素
で
も
あ

る
「
銅
」
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

銅
は
肌
や
髪
の
色
を
維
持
す
る
の

に
欠
か
せ
な
い
ミ
ネ
ラ
ル
な
の
で
、
美

容
的
に
推
し
て
い
る
栄
養
素
の
ひ
と
つ
。

ま
た
貧
血
予
防
に
も
お
す
す
め
で
す
。

北
海
道
を
代
表
す
る
魚
で
も
あ
る

ほ
っ
け
。
お
い
し
さ
ば
か
り
で
な
は
く
、

栄
養
的
観
点
か
ら
も
優
れ
た
魚
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

おさ
かなコ

ラム

上う
え
さ
か坂

マ
チ
コ

お
食
事
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ロ
ン

colan

代
表
／
管
理
栄
養
士
／
料
理
家

／
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト

テ
レ
ビ
出
演
、新
聞・雑
誌
な
ど
で
コ

ラ
ム
連
載
や
栄
養
監
修
、レ
シ
ピ・ス

タ
イ
リ
ン
グ
の
提
供
な
ど
を
行
う
。

講
演
会
や
食
事
指
導
、料
理
講
師
、短

大・専
門
学
校
の
非
常
勤
講
師
な
ど

活
動
は
多
岐
。ぎ
ょ
れ
ん
と
共
に
昆

布
や
鮭
の
情
報
を
広
く
発
信
。 
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特
別
決
議

福
島
第
一
原
発
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出

に
係
る
対
策

⑴
　
福
島
第
一
原
発
・
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
処
分
に
係
る

対
策

①
漁
業
者
・
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
中
で
、
ア
ル
プ

ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
は
絶
対
に
行
わ
な
い
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
同
処
理
水
の
保
管
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
海
洋
放
出

以
外
の
新
た
な
保
管
・
処
理
方
法
な
ど
の
検
討
を
続
け

る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
同
処
理
水
の
海
洋
放
出
の
決
定
や
実
施
に
伴
う
風
評
被

害
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
国
内
外
に
対
し
て
道
産
水
産

物
の
安
全
性
の
周
知
を
図
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　

④
同
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
風
評
被
害
が
生
じ
た
場

合
に
備
え
措
置
さ
れ
た
水
産
物
需
給
対
策
や
東
京
電
力

に
よ
る
損
害
賠
償
制
度
等
の
各
種
対
策
に
つ
い
て
、
本

道
の
漁
業
・
流
通
の
実
態
に
即
し
た
運
用
を
行
う
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
漁
業
者
が
将
来
に
亘
り
漁
業
を
安
心
し
て
継
続
で
き
る

よ
う
措
置
さ
れ
た
「
漁
業
者
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、

実
効
性
の
伴
っ
た
制
度
設
計
と
運
用
を
行
う
こ
と

決
議
第
１
号

本
道
漁
業
の
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
・
資
源

増
大
対
策

⑴
　
新
た
な
資
源
管
理
の
導
入
に
係
る
対
応

①
漁
業
者
は
、
こ
の
間
の
T
A
C
管
理
あ
り
き
の
議
論

に
強
い
懸
念
を
抱
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
資
源

管
理
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
漁
業
者
の
理
解
・
納
得
を

得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
断
じ
て
取
り
進
め
を
行
わ
な
い

こ
と

②
資
源
評
価
の
精
度
、
魚
種
の
生
態
や
漁
法
（
混
獲
）
の

特
性
か
ら
T
A
C
管
理
が
困
難
な
魚
種
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
プ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
投
入
量
規
制
）・
テ
ク

ニ
カ
ル
コ
ン
ト
ー
ル
（
技
術
的
規
制
）
等
の
手
法
に
よ

り
、
漁
業
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
を
行
う
こ
と

③
漁
獲
の
大
半
が
混
獲
さ
れ
る
魚
種
の
場
合
、
漁
業
現
場

の
大
混
乱
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
T
A
C
管
理

導
入
の
議
論
に
先
立
ち
、
混
獲
し
た
魚
を
分
別
す
る
技

術
開
発
を
先
行
さ
せ
る
こ
と

④
T
A
C
管
理
検
討
魚
種
に
お
け
る
捕
食
・
被
食
の
相
関

関
係
が
明
確
で
は
な
く
、
水
産
資
源
や
操
業
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
十
分
な
知
見
が
得
ら
れ

る
ま
で
、
操
業
実
態
を
重
視
し
た
管
理
と
す
る
こ
と

⑤
T
A
C
管
理
の
導
入
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
国
は
、

漁
獲
・
流
通
等
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
と
と
も
に
、
強
度

な
資
源
管
理
を
行
う
場
合
は
、
漁
業
者
・
漁
協
の
経
営

へ
の
支
援
策
を
示
す
こ
と

⑵
　
漁
業
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
の
推
進

①
ホ
ッ
ケ
（
道
北
系
群
）
の
資
源
管
理
に
つ
い
て
は
、
資

源
評
価
に
よ
る
将
来
予
測
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
加
え

て
、
本
道
を
代
表
す
る
混
獲
魚
種
で
あ
り
、
T
A
C

管
理
に
は
適
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
道
、
道
総
研
の
指
導

の
も
と
、
着
実
に
資
源
回
復
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
自

主
的
資
源
管
理
を
発
展
さ
せ
た
「
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」

を
基
本
と
し
た
も
の
と
す
る
こ
と

②
マ
ダ
ラ
の
資
源
管
理
に
つ
い
て
は
、
精
度
が
低
い
資

源
評
価
や
混
獲
に
係
る
対
策
の
ほ
か
、
捕
食
に
よ
る
他

資
源
へ
の
影
響
が
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
T
A
C

管
理
の
導
入
は
行
わ
な
い
こ
と

③
ブ
リ
の
資
源
管
理
に
つ
い
て
は
、
定
置
網
を
中
心
と
し

た
混
獲
魚
種
で
あ
り
、
漁
獲
枠
超
過
に
伴
う
操
業
停
止

や
秋
鮭
の
漁
獲
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と

　
　

ま
た
、
ブ
リ
の
他
資
源
へ
の
捕
食
に
よ
る
影
響
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
取
り
進
め
を
行
う
こ
と

④
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
T
A
C
管
理
に
お
い
て
、
適
切
な
本

道
漁
獲
枠
の
確
保
と
迅
速
か
つ
円
滑
な
融
通
措
置
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
漁
獲
制
限
に
よ
り
逼
迫
し
た
漁
業

経
営
を
強
い
ら
れ
る
漁
業
者
に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、
増
加
す
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
よ
り
漁
具
被
害

が
深
刻
化
し
て
い
る
イ
カ
釣
り
漁
業
者
に
対
し
て
、
漁

業
被
害
へ
の
補
償
等
の
支
援
を
行
う
こ
と　

⑤
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
に
つ
い
て
は
、
資
源
の
変
動
要
因
と

な
る
海
洋
環
境
の
変
動
を
踏
ま
え
た
精
度
の
高
い
資
源

評
価
に
よ
る
漁
獲
枠
の
設
定
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

T
A
C
数
量
を
固
定
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
未
利

用
分
の
漁
獲
枠
を
次
年
度
へ
相
応
の
繰
越
が
出
来
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
漁
業
者
の
意
見
を
踏
ま
え
た
弾
力
的

な
運
用
を
行
う
こ
と

⑶
　
本
道
沿
岸
域
に
お
け
る
密
漁
・
遊
漁
対
策

①
悪
質
巧
妙
化
す
る
組
織
的
密
漁
の
抑
止
の
た
め
、
取
締

の
強
化
と
更
な
る
罰
則
の
強
化
（
拘
禁
刑
）・
厳
罰
化

を
図
る
と
と
も
に
、
夜
間
遊
泳
・
潜
水
に
対
す
る
規
制

や
届
出
制
の
導
入
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
遊
漁
者
に
よ
る
釣
果
物
や
ゴ
ミ
の
投
棄
等
に
対
す
る
罰

則
の
強
化
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど
の
環
境
保
全

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
漁
業
者
・
地
元
住
民
と
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
の
枠
組
を
構
築
す
る
こ
と

⑷
　
外
国
漁
船
に
よ
る
過
剰
漁
獲
抑
止
に
向
け
た
取
組

①
外
国
漁
船
に
よ
る
ス
ル
メ
イ
カ
・
サ
ン
マ
等
の
回
遊
魚

へ
の
過
剰
漁
獲
に
対
し
て
、
取
締
の
強
化
や
実
効
あ
る

国
際
的
資
源
管
理
の
枠
組
を
構
築
す
る
こ
と

⑸
　
増
養
殖
事
業
・
栽
培
漁
業
に
よ
る
資
源
増
大
対
策
の

推
進

①
水
産
資
源
の
回
復
・
増
大
を
図
る
た
め
、
増
養
殖
事
業
・

栽
培
漁
業
に
お
け
る
種
苗
生
産
等
の
技
術
開
発
・
育
種

や
施
設
整
備
に
必
要
と
な
る
予
算
を
最
大
限
に
確
保
す

る
と
と
も
に
、
継
続
的
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
②
秋
サ
ケ
に
つ
い
て
、
種
苗
生
産
体
制
の
維
持
・
安
定
を

図
る
た
め
、
資
源
の
減
少
要
因
の
解
析
、
親
魚
確
保
、

孵
化
放
流
技
術
の
研
究
強
化
等
、
実
効
性
の
あ
る
資
源

回
復
措
置
を
早
急
に
講
じ
る
と
と
も
に
、
資
源
が
安
定

的
に
回
復
す
る
ま
で
の
間
、
国
に
お
い
て
孵
化
放
流
事

業
や
施
設
整
備
に
係
る
支
援
を
行
う
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　

③
昆
布
、
サ
ン
マ
、
イ
カ
な
ど
資
源
が
低
位
に
あ
る
魚
種

に
つ
い
て
、
資
源
減
少
等
の
原
因
究
明
に
努
め
る
と
と

も
に
、
不
漁
問
題
対
策
と
し
て
海
域
の
特
性
に
合
っ
た

実
効
あ
る
資
源
増
大
対
策
を
講
じ
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
ホ
タ
テ
の
斃
死
や
養
殖
資
材
へ
の
ザ
ラ
ボ
ヤ
の
大
量

付
着
の
原
因
究
明
の
た
め
の
調
査
研
究
の
強
化
を
は
か

り
、
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
行
う
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
海
域
状
況
に
適
合
す
る
放
流
事
業
等
、
カ
キ
、
ア
サ
リ
、

ウ
ニ
、
ツ
ブ
な
ど
、
各
浜
に
お
い
て
自
ら
取
り
組
ん
で

い
る
栽
培
漁
業
に
つ
い
て
、
効
果
的
な
資
源
増
大
対
策

の
推
進
を
図
る
こ
と

⑥
漁
業
者
・
漁
協
に
よ
る
陸
上
養
殖
の
研
究
や
取
組
に
つ

い
て
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

決
議
第
２
号

漁
業
経
営
基
盤
の
強
化
に
資
す
る
対
策

⑴
　
漁
業
収
入
安
定
対
策
の
制
度
改
善
と
新
た
な
資
源
管

理
導
入
に
対
応
し
た
減
収
対
策

①
漁
業
共
済
制
度
（
漁
獲
・
特
定
養
殖
共
済
）
に
お
い
て
、

補
償
水
準
（
共
済
限
度
額
率
）
の
引
上
げ
等
の
制
度
改

善
、
補
償
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
漁
業
に
係
る
制
度

の
検
討
・
整
備
を
図
る
こ
と

②
漁
業
施
設
共
済
に
お
い
て
、
定
置
網
に
係
る
制
度
の
抜

本
的
見
直
し
を
図
る
こ
と

③
漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業
に
お
い
て
、「
掛
金
追
加
補

助
率
の
維
持
」、「
漁
場
改
善
計
画
の
見
直
し
に
沿
っ
た

加
入
要
件
の
改
善
」
並
び
に
「
強
度
資
源
管
理
タ
イ
プ

に
お
け
る
払
戻
水
準
の
引
上
げ
措
置
・
特
例
措
置
の
継

続
実
施
と
対
象
魚
種
の
追
加
」
を
行
う
こ
と

④
新
た
な
資
源
管
理
の
導
入
に
あ
た
り
、
資
源
管
理
目
標

達
成
の
た
め
の
休
漁
・
減
船
等
に
対
応
し
た
新
た
な
所

得
補
償
対
策
の
導
入
を
図
る
こ
と

⑵
　
漁
業
経
営
に
お
け
る
コ
ス
ト
削
減
対
策
の
拡
充
強
化

①
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に
つ
い

て
、
国
の
負
担
割
合
の
更
な
る
引
き
上
げ
を
図
る
と
と

も
に
、
対
策
の
発
動
の
際
に
は
現
行
方
式
か
ら
一
定
価

格
を
上
回
っ
た
場
合
の
上
昇
分
を
補
て
ん
す
る
方
式
に

変
更
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　

②
漁
業
用
ガ
ソ
リ
ン
の
免
税
措
置
の
導
入
と
漁
業
用
燃
油

に
係
る
免
税
・
還
付
措
置
の
恒
久
化
を
図
る
こ
と

⑶
　
計
画
的
設
備
投
資
に
向
け
た
取
組

①
水
産
業
成
長
産
業
化
沿
岸
地
域
創
出
事
業
の
予
算
を
十

分
確
保
し
、
事
業
を
基
金
化
し
た
上
で
、
補
助
対
象
と

な
る
機
器
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　

3つの議案と特別決議案が原案通り承認、決議された、第61回北海道漁業協同組合長会議

ぎょれん 阿部会長

議長を務めたいぶり噴火湾漁協 
岩田組合長と副議長を務めたえさ
ん漁協 上見組合長

3 ｜ ｜ 2

　

6
月
15
日（
木
）、札
幌
市
の
第
二
水
産
ビ
ル
大
会

議
室
で「
第
61
回
北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
議
で
は
５
月
16
日（
火
）の

「
北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議
実
行
委
員
会
」

で
審
議
さ
れ
た
３
つ
の
決
議
案
と
特
別
決
議
と
し
て

「
福
島
第
一
原
発
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
に

係
る
対
策
」が
上
程
さ
れ
、原
案
通
り
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
は
、決
議
内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

特集1  第61回 北海道漁業協同組合長会議

特集1

第
61
回 

北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議

SPECIAL



②
水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急
支
援
事
業
（
浜
の

担
い
手
漁
船
リ
ー
ス
事
業
）
に
お
い
て
は
、
継
続
的
な

予
算
の
確
保
と
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と　
　
　
　

③
水
産
業
競
争
力
強
化
型
機
器
等
導
入
緊
急
対
策
事
業
に

お
い
て
は
、
十
分
な
予
算
の
確
保
と
補
助
対
象
範
囲
の

拡
大
や
要
件
緩
和
を
図
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
共
同
利
用
施
設
の
整
備
に
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
水
産

業
強
化
支
援
事
業
等
の
十
分
な
予
算
確
保
を
図
る
こ
と

⑷
　
道
産
水
産
物
の
加
工
流
通
対
策
の
拡
充
強
化

①
水
産
物
需
要
の
減
退
等
に
対
し
て
、
道
産
水
産
物
の
魚

価
維
持
・
流
通
安
定
・
輸
出
事
業
拡
大
等
の
支
援
策
の

拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
魚
食
普
及
活
動
へ
の
支
援
を

拡
充
強
化
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
流
通
滞
留
魚
種
の
目
詰
ま
り
解
消
の
た
め
、
特
定
水
産

物
供
給
平
準
化
事
業
の
継
続
と
対
象
魚
種
の
拡
大
並
び

に
大
規
模
な
予
算
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
切
れ
目
な

い
事
業
活
用
を
可
能
と
す
る
た
め
に
基
金
事
業
化
を
図

る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
に
伴
い
、
J
R
北
海
道

か
ら
切
り
離
さ
れ
る
並
行
在
来
線
が
廃
線
と
な
り
、
鉄

道
に
よ
る
貨
物
輸
送
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
道
内
一
次

産
品
の
流
通
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
国

の
責
任
に
お
い
て
鉄
道
貨
物
輸
送
の
機
能
を
将
来
に
亘

り
維
持
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
令
和
６
年
度
よ
り
物
流
業
界
に
対
し
て
時
間
外
労
働
の

上
限
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
水
産
物
を
運
搬

す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
手
配
が
困
難
と
な
っ
た
り
輸
送
コ
ス

ト
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
策
を
措
置

す
る
こ
と

⑸
　
漁
業
者
・
漁
協
に
対
す
る
金
融
支
援
措
置
の
拡
充
強

化
①
不
漁
や
自
然
災
害
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
、
経
営
改
善
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
漁
業
者
に
対
し

て
、
漁
業
近
代
化
資
金
の
法
定
償
還
期
限
を
超
え
る
期
限

延
長
及
び
金
融
円
滑
化
に
資
す
る
漁
業
信
用
基
金
協
会

保
証
付
き
長
期
運
転
資
金
の
融
資
措
置
を
講
じ
る
こ
と

②
漁
業
近
代
化
資
金
に
つ
い
て
、
漁
船
価
格
高
騰
等
に
応

じ
た
貸
付
限
度
額
の
引
上
げ
、
実
耐
用
年
数
に
見
合
っ

た
償
還
年
数
の
延
長
、
沿
岸
漁
業
者
の
経
営
形
態
に
即

し
た
漁
船
ト
ン
数
制
限
の
見
直
し
等
の
措
置
を
講
じ
る

こ
と

⑹
　
漁
協
経
営
へ
の
支
援

①
水
揚
の
減
少
に
伴
い
、
収
支
が
悪
化
し
た
際
に
お
い
て

も
漁
協
の
経
営
を
維
持
さ
せ
る
た
め
、
漁
協
に
対
す
る

支
援
措
置
の
創
設
を
図
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　

②
電
気
料
金
の
高
騰
に
よ
り
製
氷
冷
蔵
庫
等
を
有
す
る
漁

協
の
経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
電
気
料
金

の
負
担
軽
減
や
自
家
発
電
施
設
・
消
費
電
力
抑
制
に
資

す
る
機
器
等
導
入
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と

⑺
　
本
道
水
産
業
の
担
い
手
・
外
国
人
材
等
の
確
保
対
策

の
強
化

①
新
規
漁
業
就
業
者
や
漁
業
後
継
者
の
生
活
基
盤
の
安
定

化
の
た
め
、
着
業
支
援
給
付
金
に
よ
る
支
援
や
漁
業
技

術
の
向
上
な
ど
の
育
成
支
援
体
制
の
拡
充
を
図
る
こ
と　
　
　
　
　
　

②
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
る
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
つ

い
て
、
特
定
技
能
資
格
と
は
異
な
る
新
た
な
制
度
を
設

け
る
場
合
は
、
本
道
の
漁
業
実
態
に
即
し
た
も
の
と
す

る
た
め
、
漁
業
関
係
者
と
の
十
分
な
協
議
を
行
う
こ
と　
　

③
特
定
技
能
資
格
制
度
に
つ
い
て
、
在
留
上
限
年
数
や
配

乗
人
数
等
の
人
員
制
限
の
撤
廃
、
漁
船
漁
業
と
養
殖
業

の
区
分
を
撤
廃
す
る
と
と
も
に
、陸
上
作
業
（
荷
捌
き
・

陸
廻
り
等
）
や
漁
協
自
営
工
場
で
漁
獲
物
を
加
工
す
る

場
合
に
は
漁
業
の
延
長
線
上
の
業
務
と
見
な
す
な
ど
、

漁
業
実
態
に
即
し
た
制
度
と
な
る
よ
う
改
善
・
弾
力
的

な
運
用
を
行
う
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
水
産
加
工
場
な
ど
の
従
業
員
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
状
況
を
踏
ま
え
、
人
材
並
び
に
従
業
員
の
勤
務
時
間

の
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
、
配
偶
者
控
除
が
適
用
さ
れ
る

基
準
所
得
の
引
上
げ
や
社
会
保
険
料
の
負
担
が
義
務
づ

け
ら
れ
る
基
準
所
得
の
見
直
し
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

⑻
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
対
策
の

継
続

①
今
後
の
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
後
を
見
据
え
、
令
和
２
年
度

以
降
に
措
置
さ
れ
た
漁
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
持
続

化
給
付
金
、
特
定
水
産
物
供
給
平
準
化
事
業
や
金
融
対

策
等
の
各
種
施
策
の
継
続
と
拡
充
を
図
る
こ
と

⑼
　
ロ
シ
ア
と
の
漁
業
外
交
の
継
続
と
操
業
の
安
定
確
保

①
ロ
シ
ア
と
の
外
交
関
係
の
悪
化
に
よ
り
、
漁
業
者
の
操

業
機
会
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

決
議
第
３
号

次
世
代
に
向
け
た
漁
場
環
境
の
保
全
対
策

⑴
　
赤
潮
に
よ
る
漁
業
被
害
に
係
る
実
効
あ
る
対
策

①
赤
潮
の
発
生
原
因
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
水
産
動
植
物

等
へ
の
影
響
の
解
明
と
と
も
に
、
赤
潮
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
体
制
の
効
果
的
な
運
用
を
行
い
、
赤
潮
予
見
シ
ス
テ

ム
の
開
発
や
未
然
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
赤
潮
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
資
源
の
回
復
に
は
長
い
期

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
赤
潮
対
策
緊
急
支
援

事
業
の
継
続
し
た
措
置
と
円
滑
な
事
業
活
用
に
向
け
て

弾
力
的
な
運
用
を
行
う
こ
と

③
漁
獲
共
済
制
度
に
お
い
て
、
対
象
魚
種
の
拡
大
を
行
う

と
と
も
に
、
北
海
道
赤
潮
対
策
緊
急
支
援
事
業
の
活
用

が
困
難
で
あ
る
漁
業
者
や
漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業
の

補
償
対
象
と
な
ら
な
い
漁
業
者
に
対
す
る
新
た
な
支
援

制
度
を
設
け
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
赤
潮
に
よ
り
大
き
な
影
響
が
生
じ
た
ツ
ブ
等
の
資
源
に

つ
い
て
、種
苗
生
産
技
術
の
開
発
等
を
行
う
と
と
も
に
、

資
源
回
復
と
操
業
再
開
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、
増

養
殖
事
業
に
係
る
施
設
整
備
を
含
め
、
種
苗
生
産
に
対

す
る
中
長
期
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

⑵
　
漁
業
有
害
生
物
に
よ
る
被
害
対
策

①
海
獣
な
ど
の
有
害
生
物
の
食
害
に
よ
る
前
浜
の
水
産
資

源
へ
の
影
響
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
水
産
資
源
の
回

復
に
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
に
お
い
て
、

十
分
な
予
算
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、サ
メ
・
シ
ャ
チ
・

ラ
ッ
コ
等
に
対
し
て
事
業
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と

③
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
等
海
獣
類
に
よ
る
漁
業

被
害
に
対
す
る
被
害
補
償
制
度
の
創
設
と
国
の
責
任
に
よ

る
専
従
ハ
ン
タ
ー
の
確
保
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

④
ホ
タ
テ
の
斃
死
や
ザ
ラ
ボ
ヤ
被
害
の
原
因
究
明
と
対
策

の
拡
充
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
除
去
・

処
理
に
係
る
支
援
の
拡
充
を
図
る
こ
と

⑶
　
漁
場
の
安
全
確
保
対
策

①
日
本
近
海
に
お
け
る
近
隣
諸
国
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

や
軍
事
演
習
に
よ
り
、
洋
上
の
漁
撈
作
業
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
境
監
視
体
制
の
強
化
と

と
も
に
全
道
を
完
全
に
網
羅
し
た
無
線
局
・
漁
船
間
の

迅
速
な
情
報
受
信
体
制
の
更
な
る
強
化
等
を
図
る
こ
と

②
離
島
・
僻
地
等
の
沿
岸
域
に
お
い
て
は
、
携
帯
電
話
の
活

用
が
困
難
な
エ
リ
ア
が
あ
る
こ
と
か
ら
海
難
事
故
に
対
す

る
備
え
と
し
て
早
急
に
基
地
局
等
の
設
置
を
図
る
こ
と

⑷
　
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
拡
充
強
化

①
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
（
藻
場
干
潟
、
水
域

監
視
等
）
に
つ
い
て
、
事
業
の
拡
充
並
び
に
予
算
の
復

活
・
恒
久
化
と
事
務
手
続
き
の
簡
略
化
を
図
る
こ
と

⑸
　
自
然
災
害
・
各
種
工
事
等
に
よ
る
漁
業
被
害
の
回
避

に
向
け
た
対
策

①
流
木
被
害
が
発
生
し
た
際
に
、
漁
協
等
の
要
請
に
応
じ

て
、
行
政
が
一
元
的
窓
口
と
な
っ
た
流
木
等
漂
着
物
の

迅
速
な
撤
去
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
流
木
捕
捉

工
の
設
置
等
、
流
木
の
河
川
や
海
洋
へ
の
流
出
未
然
防

止
対
策
の
更
な
る
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と　

②
漂
流
漂
着
す
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
・
流
木
等
の

漂
着
物
撤
去
の
た
め
に
、
海
岸
漂
着
物
処
理
推
進
法
に

係
る
十
分
な
予
算
措
置
を
講
じ
る
こ
と

③
台
風
や
低
気
圧
被
害
に
よ
る
漁
業
施
設
へ
の
被
害
や
海

岸
護
岸
崩
落
に
対
し
、
補
修
や
強
化
整
備
の
早
期
実
施

や
迅
速
な
支
援
、
海
岸
侵
食
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
河
川
・
湖
沼
改
修
工
事
、
大
型
イ
ン
フ
ラ
工
事
（
新
幹

線
ト
ン
ネ
ル
・
道
路
等
）
の
ほ
か
、
昨
年
、
発
生
し
た

宿
泊
施
設
か
ら
の
油
漏
れ
事
故
等
に
対
す
る
漁
場
環
境

へ
の
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と

⑤
農
地
崩
落
が
発
生
し
た
際
の
早
期
復
旧
体
制
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
農
薬
・
農
業
系
廃
棄
物
の
流
出
等
に
対

す
る
漁
場
環
境
へ
の
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と

⑥
船
舶
（
外
国
船
を
含
む
）
の
座
礁
事
故
の
未
然
防
止
対

策
並
び
に
事
故
発
生
時
の
座
礁
船
処
理
と
流
出
し
た
油

を
除
去
す
る
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
漁
業
被

害
補
償
の
枠
組
を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と

⑹
　
脱
・
抑
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
資
す
る
取
組

①
河
川
海
洋
環
境
保
全
の
た
め
漁
業
者
が
実
施
す
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
抑
制
、
再
利
用
、
再
資
源
化
等
の
取

組
を
推
進
す
る
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
漂
着
物
の
堆
積

量
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
廃
網
・
F
R
P
の
廃

船
を
効
率
よ
く
低
コ
ス
ト
で
処
理
が
可
能
と
な
る
体
制

の
構
築
を
支
援
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
昆
布
な
ど
の
海
藻
類
に
よ
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
資
す

る
効
果
に
つ
い
て
、
科
学
的
知
見
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
漁
業
者
が
実
施
す
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
効
果

に
着
目
し
た
海
藻
類
な
ど
の
資
源
増
大
に
向
け
た
取
組

を
支
援
す
る
こ
と

⑺
　
洋
上
風
力
発
電
に
係
る
対
応

①
施
設
の
設
置
・
稼
働
に
よ
る
水
産
資
源
へ
の
影
響
に
対

す
る
精
緻
な
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
現
場

が
混
乱
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
関
係
者
間
の
十
分
な

協
議
を
促
進
す
る
こ
と

令
和
５
年
度

北
海
道
漁
協
系
統
運
動
功
労
者
表
彰

〈
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
の
表
彰
〉

〈
常
勤
役
員
と
し
て
の
表
彰
〉

〈
団
体
長
と
し
て
の
表
彰
〉

池
守　
　

力
さ
ん

古
宇
郡
漁
業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組
合
長

森　
　
　

祐
さ
ん

戸
井
漁
業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組
合
長

野
上　

儀
廣
さ
ん

島
牧
漁
業
協
同
組
合　

専
務
理
事

川
崎　

一
好
さ
ん

北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連
合
会　

前
代
表
理
事
会
長

北
海
道
漁
業
信
用
基
金
協
会　

元
理
事
長

福
原　

正
純
さ
ん

北
海
道
漁
業
共
済
組
合  	

前
組
合
長
理
事

北
海
道
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部	

前
本
部
長

共
水
連
北
海
道
事
務
所　

	

前
所
長

左から川崎ぎょれん前会長、福原共済組合前組合長、
池守古宇郡漁協組合長、森戸井漁協組合長、野上島
牧漁協専務
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来
る
漁
場
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
環
境
保
全
対
策
の

一
層
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
、
本
会
の
総
取
扱
高
は
、
三
千
四
百
十
三
億

円
、
税
引
前
収
支
は
、
十
億
三
千
三
百
万
円
と
計
画
及

び
実
績
と
も
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

令
和
５
年
度
の
事
業
計
画

次
に
事
業
計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

本
道
漁
業
の
生
産
量
は
依
然
と
し
て
低
水
準
で
あ
り
、

地
域
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
新
た
な
中
期
的
事
業
推
進
方
向

を
「
持
続
可
能
な
未
来
を
創
る
北
海
道
漁
業
の
実
現
」

と
し
、
組
織
を
挙
げ
た
課
題
解
決
に
挑
戦
し
て
い
く
決

意
で
す
。

ま
た
、
先
ほ
ど
の
組
合
長
会
議
で
「
ア
ル
プ
ス
処
理

水
放
出
に
係
る
特
別
決
議
」
に
加
え
、
３
つ
の
決
議
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
本
道
漁
業
に
と
り
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

本
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
新
た
な
３
カ
年
事
業
推
進

方
向
の
初
年
度
と
し
て
、
各
種
対
策
に
総
力
を
挙
げ
取

り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
の
で
、
会
員
各
位
の
特
段
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ぎ
ょ
れ
ん
新
役
員
紹
介

　

ぎ
ょ
れ
ん
の
役
員
と
し
て
、
新
た
に
次
の
方
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
※
敬
称
略

○
理　

事　
　

新
谷　

哲
也
（
網
走
漁
協
）

　
（
６
月
15
日
開
催
の
通
常
総
会
に
て
就
任
）

た
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
照
準
を
合
わ
せ
、
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド

を
前
面
に
、
品
質
の
優
位
性
を
打
ち
出
し
た
販
促
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

輸
出
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
な
水
産
物
需
要
が
年
々

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
為
替
に
も
後
押
し
さ
れ

好
調
に
推
移
し
ま
し
た
。

次
に
漁
政
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
持
続
可
能
な
「
漁

業
・
漁
村
の
発
展
」
を
目
指
し
、「
漁
業
経
営
の
安
定
」

や
「
本
道
の
漁
業
実
態
に
即
し
た
適
切
な
資
源
管
理
及

び
資
源
増
大
対
策
の
推
進
」
な
ど
を
重
要
課
題
と
位
置

づ
け
、
国
や
道
へ
要
請
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
福
島
第
一
原
発
に
お
け
る
ア
ル
プ
ス
処
理

水
の
海
洋
放
出
に
つ
い
て
、
断
固
反
対
の
立
場
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
申
し
入
れ
を
す
る
と
と
も
に
、
本
道
の

漁
業
や
水
産
物
流
通
に
対
す
る
風
評
被
害
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
て
、
万
全
の
対
策
を
国
に
要
請
し
ま
し
た
。

な
お
詳
細
は
、
先
ほ
ど
の
組
合
長
会
議
の
決
議
実
行

経
過
で
報
告
し
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
指
導
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
漁
協
経
営
の

健
全
化
・
適
正
化
に
向
け
た
指
導
継
続
と
、
役
職
員
を

は
じ
め
と
す
る
人
材
の
育
成
・
確
保
へ
の
取
組
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

環
境
対
策
と
し
て
は
、
海
獣
等
の
有
害
生
物
に
よ
る

漁
業
被
害
防
止
に
向
け
た
取
組
に
加
え
、
流
木
な
ど
の

度
重
な
る
自
然
災
害
に
よ
る
漁
業
被
害
の
防
止
や
赤
潮

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
し

た
。　
　
　

更
に
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
の
実
践
的
取
組
の

一
環
と
し
て
生
産
者
自
ら
が
行
う
海
浜
清
掃
「
全
道
な

み
ま
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
を
展
開
す
る
な
ど
、

持
続
的
に
安
心
し
て
生
産
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
出

 

阿
部
会
長 

挨
拶

 

令
和
４
年
度
の
事
業
概
要

本
道
漁
業
の
生
産
量
は
、「
ほ
た
て
」
や
「
い
わ
し
」

の
安
定
的
な
生
産
や
「
秋
鮭
」
の
水
揚
げ
の
回
復
に
支

え
ら
れ
百
十
六
万
ト
ン
と
昨
年
並
み
を
維
持
で
き
た
も

の
の
、「
昆
布
」、「
い
か
」、「
さ
ん
ま
」
と
い
っ
た
太
宗

魚
種
の
水
揚
げ
は
低
位
に
あ
り
、
地
域
や
魚
種
間
の
水

揚
げ
格
差
は
よ
り
一
層
、
顕
著
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
漁
業
生
産
額
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済

活
動
の
再
開
や
国
の
補
助
事
業
な
ど
を
活
用
し
た
魚
価

対
策
に
よ
り
、「
ほ
た
て
」
を
は
じ
め
魚
価
が
持
ち
直
し
、

七
年
ぶ
り
に
三
千
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

ま
た
、
流
通
面
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
厳
し

い
環
境
に
置
か
れ
た
業
務
筋
も
回
復
の
兆
し
を
見
せ
て

お
り
、
こ
の
間
、
伸
び
た
巣
ご
も
り
需
要
な
ど
変
化
し

［単位：億円］

総取扱高の推移

購買 135

利用 0.4

特別会計 1

令和5年度事業別取扱計画

製品扱 875

販売 2,725

市場扱 1,850
億円

2,861
総取扱計画

億円

2,827

平成30年度 平成31年度

2,534

令和2年度

2,305

令和3年度

2,851

令和4年度

3,413

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

令
和
４
年
度
の
取
扱
金
額
は
3
4
1
3
億
円

令
和
５
年
度
は
新
た
な
中
期
的
事
業
推
進

方
向
を「
持
続
可
能
な
未
来
を
創
る
北
海
道

漁
業
の
実
現
」と
し 

、課
題
解
決
に
挑
戦

　

ぎ
ょ
れ
ん
総
会
は
、阿
部
会
長
の
挨
拶
（
次
頁
に
掲
載
）

の
の
ち
、船
泊
漁
協
の
大
石
組
合
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、

議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。「
令
和
４
年
度
の
決
算
」、「
令

和
５
年
度
の
事
業
計
画
」
な
ど
、
７
つ
の
議
案
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議長を務めた船泊漁協 大石組合長

［単位：億円］

総取扱高の推移

購買 135

利用 0.4

特別会計 1

令和5年度事業別取扱計画

製品扱 875

販売 2,725

市場扱 1,850
億円

2,861
総取扱計画

億円

2,827

平成30年度 平成31年度

2,534

令和2年度

2,305

令和3年度

2,851

令和4年度

3,413

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500
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医療の分野での脱・抑プラスチックへの一助に購販活動の一層の推進へ本年度の活動目標を確認

道産水産物を活用して牛乳の消費拡大を

全国から168社・240名がご参加

　5月22日（月）、札幌市の北海道大学病院において、原材料の
一部に道産ほたての貝殻粉末を使った医療用メディカルペール
（感染性廃棄物用の密閉容器）の寄贈式が行われ、ぎょれんの
安田専務から北海道大学病院の渥美病院長へメディカルペール
3000個（病院で使用する約3カ月相当分）の目録を贈呈させ
ていただきました。
　この医療機関へのメディカルペール贈呈は3月に実施した恵
佑会札幌病院に続き２回目の取組で、ぎょれんが進める脱・抑
プラスチック活動の一環として水産業界のみならず、多方面か
ら環境問題に対する解決への一助となるよう実施しました。医
療機関で排出される使用済みの注射針や手術着などにはウイル
ス類が付着している可能性があり、メディカルペールは廃棄物
から感染しないよう適切に処分するために必要不可欠な容器と
して多くの病院で使用されています。そのメディカルペール
をより環境に配慮した容器として印刷大手の凸版印刷㈱と協力
し、ほたての貝殻粉末を利用して製造。一般的な硬質プラス
チックの製品と比べ、強度や密閉性に関しても十分な基準を満
たしたうえで約1割のプラスチック使用量を削減しています。

　5月10日（水）に開催された漁協購販推進全道地区委員長会
議。この会議で令和5年度の漁協購販推進活動について承認を経
たことから、各地区においても委員長会議が開催されています。
　すでに開催された地区会議では、前年度の購販推進活動報
告、令和5年度の具体的活動方針の確認に加え、最新の石油情
勢や系統ブランド資材の推進状況、各地区の主要魚種の水揚げ
や消費・流通動向などについて情報提供が行われ、今後の水揚
げや漁業経営の安定に期待が寄せられました。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響で近年開催が見送ら
れていました管内の購販・マリンバンク・共済推進委員の皆さんが一堂に会する三連合同研修大会の開催
についても今年度の開催時期や研修内容について意見交換が行われました。

　6月1日（木）・2日（金）の2日間、酪農学園大学（江別市）の
生協食堂でぎょれん協賛の特別メニュー（秋鮭のフライ、ほた
て貝柱フライ、ほっけのフライ3品と酪農学園大学製造オリジ
ナル牛乳・健土健民牛乳のセット）を限定100食で販売し、両
日とも食堂オープン前から多数の学生たちが列を作り、用意し
ていた分があっという間に完売の大盛況となりました。
　この取組は、ぎょれんが推進する「道産水産物を活用した牛乳消
費拡大を応援する施策」の一環として、北海道の未来を見据え、同
じ一次産業に携わっていく同大学の学生を応援しようと、6月1日の「牛乳の日」を記念して実施されました。
　実際に特別メニューを食べた学生からは「ボリュームたっぷりなのが嬉しい」「並んだ甲斐があって、
おいしかった」など、多くの喜びの声をいただきました。

　5月25日（木）、札幌市内のホテルでぎょれんが主催する「道
ぎょれん会 お取引先懇談会」が開催され、全国から168社・
240名のお客様が参加されました。
　会の冒頭、主催者を代表して阿部会長は、近年の北海道水産
物の生産・流通動向について触れながら「会員の皆さま方との
お取引関係をさらに強靭なものとしていけるよう、情報の提供
と提案型営業の質をさらに高めるなど営業体制を一層強化して
参る所存でありますので、よろしくお引立てのほどお願い申し
上げます」と挨拶しました。
　続いて菊池副会長からぎょれんが令和5年度からの3年間で掲
げる「中期的事業推進方向」と「令和5年度事業計画」につい
て北海道漁業の現状や課題、ぎょれんのSDGｓの取組について
資料を示しながら説明。
　そして休憩を挟んで後半は、野球解説者・スポーツコメン
テーターの岩本勉氏による「野球が教えてくれたこと～野球心
～」と題した特別講演が行われ、参加された皆さんは岩

が ん

ちゃん
の軽快なトークと時折のジョークで最後まで楽しく講演に聞き
入っていました。

北大病院へほたての貝殻粉末を使った
医療用メディカルペールを寄贈しました

各地で「漁協購販推進委員長・事務局長会議」が
順次開催されています

2日間限定、酪農学園大学の学食で
ぎょれん特別メニューを販売しました

4年ぶりに道ぎょれん会 お取引先懇談会を開催しました

0103

04

02

ぎょれんの安田専務（左）から北海道大学病院の渥
美病院長（右）へ目録を贈呈させていただきました

実際に展示されたほたて貝殻粉末を利用して作ら
れたメディカルペール（左）と医療現場での利用イ
メージ（右）

道産の秋鮭、ほたて、ほっけのミックスフライに牛乳
が付いて319円（税込）で提供

6月9日（金）に開催された胆振地区購販会議

新型コロナウイルス感染症の影響で、４年ぶりの開
催となりましたが大勢の方にご参加いただきました

岩
がん

ちゃんの愛称で親しまれている岩本氏。経営者や
指導者にとって大変参考になるエピソードは参加者
の方の共感をよんでいました

全国漁業協同組合学校 オンライン学校説明会開催のお知らせ
　全国漁業協同組合学校は、漁協職員を養成する全国唯一の教育機関として専門的知識の習得や将来の漁協
幹部候補生を見据えた教育を行っており、2024年度の学生（現職者・一般）募集が8月21日（月）から開始さ
れます。
　募集開始に伴い、オンライン学校説明会を開催します。学校を知る良い機会となりますので、興味のある方、
進学先に悩んでいる方は、ぜひご参加下さい。参加希望者は、全国漁業協同組合学校ホームページの「リンク」＞

「お問い合わせ」のフォームか下記QRコードから事前申し込みをお願い致します。

　 　　　　　　（オンライン説明会予約）

　※ぎょれんの奨学金制度の対象校です。奨学金制度について詳しくはお近くの漁協まで問い合わせ下さい。

〇オンライン説明会日程（Zoom）
　7月 8日（土）　①11：00～　②14：00～
　7月22日（土）　①11：00～　②14：00～
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間違いは5つです。

※答えは13ページにあります。

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

ブレイクタイム Break Time

リストの言葉をマス目の中からタテ、ヨコ、ナナメの一直線に探し
ていきます。文字は逆方向から読んでも、他の言葉と重複して読ん
でもOK。すべて見つけた後、使われなかった文字をうまく並べか
えると答え（魚の名前）になります。

例　題

ア
キ
ア
ジ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

ア
キ
ア
ジ

コ
ア
バ
コ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

リ スト

□ アキアジ
□ コマイ
□ ブリ
□ サンマ
□ コンブ
□ アサリ

〈解答〉サバ

解き方

コ
ア
バ
コ
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リキンカラアイ
クカムサホルマ
ナシハウフミザ
キフチイトホタ
ユヨキヤグイワ
ウヤカンワルシ
スタトスポンジ

シークワードクイズ
7月のテーマ

「アウトドア用品」

どれにも使用しなかった文字を
うまく並べてください。

くわしい応募方法は、１３ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

　7月は「アウトドア用品」 がテーマです。デザインも洗練されて機能
的なため、普段使いしている方も多いようですね。
　図の中で、たて、よこ、ななめの一直線に下のリストのキーワードが読
めるようになっています。
　どこにあてはまるか探してください。すべて探し終わったら、どれにも
使用しなかった文字をうまく並べかえてください。

□

□

□

□

□

□

□

〈ヒント〉これひとつあれば、どこでもぐっすり？眠れます。

□

□

□

□

□

□

□

アマグ（雨具）

アルミホイル	

ケトル	

ゴーグル	

スコップ	

スプーン	

ソウガンキョウ（双眼鏡）

ナイフ	

バケツ	

ピッケル	

ライト	

ヘルメット	

ホイッスル	

マキ（薪）

6月号の解答と当選者

シキケユバトル
マトピケフイナ
ルスツイホラス
グラケミフコグ
ーヘルメツトマ
ゴアスプーンア
ウヨキンガウソ

解 答

リ ス ト

となります。

マナイタ
（小 樽 市）宮古 登美子さん
（神恵内村）キ ム ニ イさん
（島 牧 村）高島　 里子さん
（帯 広 市）帯 広ミドリ色さん
（別 海 町）野口 たえ子さん

　当日の植樹行事では開会にあたり、ぎょれん副会長であり、

環境保全対策本部の本部長も務めるいぶり噴火湾漁協・岩田組

合長が「昭和63年から始まったお魚殖やす植樹活動は、今年で

35周年を迎え、これまでに植えられた苗木は累計120万本を超

えるものとなっている。正に『継続は力なり』であり、今後と

も皆さんと共に続けていきたい」と挨拶。続いて、北海道女性

連の高松会長は「私たちは漁業者として、安心・安全で栄養豊

富な魚介類を全国の食卓に届ける使命があり、そのためには先

人が守り育てた豊かな海を孫の代まで引き継いでいかなければ

ならない。これからも全道の漁協女性部員と多くの方々のご賛

同・連携のもと、たゆまぬ努力を続けていきたい」と述べまし

た。

　また、多くの職員が参加した道水産林務部の山口水産林務部

長からも来賓を代表してご挨拶を頂くと、その後は当別町森林

組合の尾形業務係長より苗木の植え方について説明を受け、参

加者の皆さんの手で１本１本丁寧に植えることができました。

　道内各地で展開されているお魚殖やす植樹運動は、今年も５

月上旬から順次始まっており、今年度も合わせて１万本以上の

苗木が植樹される予定となっています。

35年間で120万本以上の植樹を実施！

道民の森で「お魚殖やす植樹運動」植樹行事が開催
　5月30日（火）、当別町の道民の森に北海道女性連や地区漁協組合長会、地区漁協専務参事会、コー
プさっぽろ、農林中央金庫、道水産林務部、ホクレン、道内の水産関係団体など26団体から約70名が
集まり、植樹が行われました。今年は500本のミズナラやニレの苗木が植えられ、未来の森づくりに向
けた歩みを進めることができました。

ぎょれん 岩田副会長

北海道女性連 高松会長

当別町森林組合の尾形業務係長（右）から
は苗木の植え方だけでなく、森として育ってい
く過程などもお話しいただきました

道水産林務部 山口水産林務部長



大漁
祈願！

雲
丹
漁
が
最
盛
期
で
す
。

（
小
樽
市
　
宮
古
知
行
さ
ん
）

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
や
地
方
ナ
ン
バ
ー
の

車
が
多
く
な
り
ま
し
た
。お
い
し
い
海
鮮
料

理
を
沢
山
食
べ
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
小
樽
市
　
宮
古
登
美
子
さ
ん
）

廃
網
の
リ
サ
イ
ク
ル
動
画
を
た
く
さ
ん
の

方
々
に
見
て
ほ
し
い
で
す
。

（
神
恵
内
村
　
キ
ム
ニ
イ
さ
ん
　
50
歳
）

最
近
雨
の
多
い
日
が
続
い
て
気
分
が
下
が

り
ま
す
。洗
濯
物
も
家
の
中
じ
ゃ
な
く
、外

に
干
せ
る
く
ら
い
晴
れ
た
い
い
天
気
が
続
い

て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
厚
岸
町
　
し
お
り
ん
さ
ん
　
37
歳
）

夏
祭
り
で
久
し
ぶ
り
の
屋
台
を
楽
し
め
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。我
家
で
は
こ
の
時
期

ウ
ニ
丼
を
食
べ
に
い
く
の
が
恒
例
で
す
。子

供
達
と
初
夏
の
味
覚
を
楽
し
む
ぞ
ー
。

（
小
樽
市
　
育
パ
パ
さ
ん
　
38
歳
）

孫
２
人
が
３
年
振
り
夏
休
み
に
家
族
と
共

に
や
っ
て
く
る
予
定
！
さ
て
何
か
美
味
し

い
も
の
を
と
考
え
て
い
ま
す
。魚
つ
り
も
し

た
い
そ
う
で
つ
れ
る
か
ど
う
か
そ
っ
ち
の
方

が
心
配
で
す
。ど
う
な
る
こ
と
や
ら

（
標
津
町

標
津
の
お
と
ぼ
け
バ
ァ
バ
さ
ん
　
74
歳
）

札
幌
の
帰
り
小
樽
港
に
寄
り
道
し
た

ら
、ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
が
入
っ
て
い

て
、歓
迎
の
潮
太
鼓
が
い
き
お
い
よ
く
演
奏

し
て
い
ま
し
た
。そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
太

鼓
の
音
が
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。ス
マ
ホ
に

撮
っ
た
ク
イ
ー
ン
を
見
な
が
ら
思
い
出
し
て

い
ま
す
。

（
島
牧
村
　
高
島
里
子
さ
ん
）

浜
の
お
か
あ
さ
ん
レ
シ
ピ
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。娘
の
所
よ
り
届
く
秋
鮭
で

鮭
レ
シ
ピ
作
っ
て
い
ま
す
。今
回
の『
大
葉

と
チ
ー
ズ
の
は
さ
み
揚
げ
』、つ
く
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。浜
な
ら
で
は
の
い

ろ
い
ろ
な
魚
の
料
理
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

（
帯
広
市
　
帯
広
ミ
ド
リ
色
さ
ん
　
85
歳
）

貝
殻
昆
布
漁
も
無
事
出
漁
出
来
、今
年
は

漁
も
い
い
よ
う
で
す
。去
年
の
分
も
取
り
戻

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
根
室
市
　
鍋
島
勇
子
さ
ん
　
74
歳
）

昆
布
漁
が
始
ま
り
ま
し
た
！
夏
の
風
物
詩

と
し
て
、街
中
が
昆
布
の
香
り
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。昆
布
漁
師
も
気
合
入
っ
て
ま

す
！

（
厚
岸
町
　
ゆ
ゆ
ゆ
さ
ん
　
38
歳
）

５
月
19
日
に
あ
っ
た
コ
ン
サ
ド
ー
レ
の
試

合
で
贈
呈
式
見
ま
し
た
！
試
合
も
勝
っ
て

良
か
っ
た
で
す
!!

（
札
幌
市
　
上
田
唯
さ
ん
　
33
歳
）

あ
ー
よ
う
や
く
多
忙
な
耳
吊
り
が
お
わ
り

か
ご
洗
い
も
終
わ
り
っ
て
気
づ
け
ば
又
ホ

タ
テ
の
作
業
が
き
ま
す
。今
年
の
夏
は
、暑

そ
う
な
の
で
早
く
終
わ
り
た
い
な
(^ー^)

（
八
雲
町
　
母
。さ
ん
　
42
歳
）

編集部からのお知らせ

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①〜③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん7月号への
感想・ご意見など（※150字程度まで）

②11ページのシークワードの答え

③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

事故が起きたら駆けつける 救難所員はヒーローです

11ページの間違いさがしの答え

〈宛先〉 7月24日までにお送りください。
　（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当
　（ＦＡＸ） 011-242-3543
　（電子メール） info@gyoren.or.jp

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om
 re

aders

編
集
後
記

系
統
総
会
も
ひ
さ
し
ぶ
り
に
対
面
開
催
に

て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。様
々
な
会
議
が
対

面
に
戻
る
の
は
喜
ば
し
い
の
で
す
が
、以
前

の
色
々
な
手
順
を
思
い
出
せ
な
い
の
は
年
齢

の
せ
い
で
す
か
ね
？                 

（
藤
江
）
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6月2日よりするめいか漁がスター
トしました。魚体こそまだ小さいも
のの徐々に数量が増えはじめ、浜は
賑わっています。一方、瀬棚・熊石
地区ではひらめの水揚げが増えて、
地元では「てっくい」と呼ばれる大
型のひらめも上場し、注目を集めて
います。今後、ますます水揚げが増
え、浜が活気づくことを願っていま
す。

春定置網漁は7月中旬までの漁期
で、現在終盤です。水揚げ数量は、
ますのすけは昨年同時期の1.6倍、本
鱒が1.2倍と好調な水揚げで活気ある
春定置網漁となっています。一方、
えりもを中心に水揚げされているお
おずわいがにですが、メディアに取
り上げられたことで、組合直売店は
毎日行列ができています。皆様の安
全操業と、豊漁が続くことを祈願し
ています。

7月に入り、暖かくなってきまし
た。浜ではほたて漁の本操業が始
まっており、順調な水揚げが続いて
います。たこ漁も本格化するなど夏
漁が賑わいを見せるなか、7月中旬頃
にはオホーツクサーモン、8月には
2か月間禁漁していたほっき漁も再
開し、順次水揚げを開始する予定で
す。今後も豊漁と安全操業を心より
祈願しています。

6月１日よりするめいか漁が解禁と
なりました。函館魚市場での初セリに
はマスコミ各社の取材もあり、市場
は活気に満ちていました。価格も昨
年を上回り、コロナ禍からの回復の
兆しと関係者はとらえています。一
方、噴火湾地区では、毛がに籠漁が６
月20日より解禁となりました。漁期
は7月12日までと短く、炊き立ての毛
がにはこの時期にしか味わえない逸
品です。多くの食卓へ届くよう、今期
の豊漁を切に願っています。

6月から棹前昆布漁が開始しました
が、天候の悪い日が多く、漁に出ら
れない日々が続いています。天候に
恵まれ、棹前昆布が計画通り出漁で
きることを願っています。一方、春
定置網漁は終盤を迎えています。時
鮭の水揚げは芳しくありませんが、
今後に期待するとともに安全操業を
祈っています。

各地で昆布漁が始まりました。オ
ホーツク地区では、ほたて漁の水揚
げが続いており、夏場の最盛期に向
けて順調な水揚げが続くことを期待
しています。利礼地区では、うに漁
（のな）も解禁しており、浜がより
一層活気づいてくる季節となってき
ました。今後も天候に恵まれ、安全
操業で豊漁となることを願っていま
す。

春定置網漁は終盤を迎え、最近で
は、室蘭魚市場でばふんうにやむら
さきうに、ぶりの姿が見えはじめて
います。また6月20日からは、噴火
湾地区で毛がに籠漁が解禁となり、
6月21日に初水揚げしました。7月以
降には太平洋地区の毛がに籠漁、そ
してほっき漁も解禁となる予定です
ので、今後の豊漁を願うとともに、
生産者の皆様の安全操業を心より祈
願しています。

4月下旬から始まった後志管内の小
女子漁は６月上旬に終漁となりまし
た。近年水揚げが低調で加工業者か
らの引き合いは強い状況でしたが、
残念ながら水揚げは、ほとんどあり
ませんでした。6月に入ってからはう
に、なまこ漁が順次解禁となりまし
た。うにの実入りは良好で、浜は活
気づいています。漁期終漁まで安全
操業で順調な水揚げとなることを祈
念しています。

6月1日に貝殻棹前昆布漁の操業が
解禁となりました。根室市内3漁協に
所属する約200隻もの船団が、納沙
布岬より出漁いたしました。一方、6
月12日に花咲市場では、棒受網漁の
いわしが初水揚げとなりました。初
日のサイズが大きかったため、昨年
を大幅に上回るk＠260の高値が付け
られ、関係者一同期待しています。
安全操業と豊漁を心より祈願してい
ます。

ひらめの水揚げが最盛期を迎え、
うに、なまこの水揚げも始まり、夏
の到来を迎えています。一方、7月中
旬頃からは各地区でほたての分散作
業がはじまり、さらに浜が活気づく
時期となります。これから短い夏本
番を迎えますが、熱中症の予防など
体調管理に気を付け、皆様が安全操
業ならびに豊漁となりますことを心
より祈念しています。
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常呂漁協

川口 睦子さん

な
み
ま
る
く
ん 

7
2023

H
okkaido G

yoren
M

agazine

N
o.417

発
行

／
北

海
道

漁
業

協
同

組
合

連
合

会
　

〒
060-0003　

北
海

道
札

幌
市

中
央

区
北

3条
西

7丁
目

1番
地

　
企

画・編
集

／
総

務
企

画
部

　
広

報
担

当
　

TEL,011-281-8665　
U

R
L http://w

w
w

.gyoren.or.jp　
印

刷
／

佐
藤

印
刷

株
式

会
社 北の魚情報がぎっしり！北海道ぎょれんウェブサイト

www.gyoren.or.jp

材料（４人分）

ほたて（貝柱）……………… 20個
塩こしょう……………… 少々
小麦粉……………… 大さじ4
バター…………………… 10g
長ねぎ…………………… 1本
しいたけ………………… 6個
米…… 2合半（かために炊く）

Ａ

バター…………………… 10g
油…………………… 大さじ1

たれ

みりん……………… 大さじ3
醤油………………… 大さじ2
オイスターソース… 大さじ1
砂糖………………… 小さじ1

作り方
❶ �ほたては2枚に開き、塩こしょうを軽くして10分
おきます。

❷ �出てきた水分をペーパーで押さえ、小麦粉をまぶ
します。

❸ �長ねぎは白い部分20センチ程度を4等分にし、縦
に細い千切りにします（白髪ねぎを作る）。
青い部分は、10センチを2等分にし、同様に切りま
す（青ねぎを作る）。
しいたけは石づきを切り、縦に４つに切ります。

❹ �たれの材料を合わせます。
❺フライパンにAを入れ、ほたてを入れて焼き色が
ついたら、いったん取り出します。

❻⑤のフライパンにバター10ｇを加
えて、しいたけを炒め、火が通った
らほたてを戻して④のたれを流し
入れ、沸騰させ、照りが出るまで加
熱します。

❼炊きあがったご飯の上に白髪ねぎ
を散らし、さらに⑥をのせフライパ
ンに残ったたれをかけ、青ねぎを
飾ったら出来上がり。

ほたて丼


